
各園の環境や強みを活かしながら、「光」「音」「植物」など各園が設定するテーマに沿って、乳幼児の興味・関心に応じた
探究活動を実践し、非認知能力の向上など、幼児教育・保育の充実を図る幼稚園・保育所等を支援

とうきょう すくわくプログラム推進事業

実施施設 幼稚園、認定こども園、認可保育所、認証保育所、小規模保育事業

対象児童 幼稚園、保育所等に通う0歳児から６歳児

補助内容
備品購入費、人件費等、プログラムの実践に係る経費
1園あたりの上限額：1,500千円

負担割合 都：10/10 （６年間） ※補助の新規採択はR6年度～R8年度を予定

探究活動
の流れ

①幼稚園・保育所等の各園の環境や強みを活かしながら、子供たちの興味・関心に応じたテーマを設定する。
②テーマに関する子供たちの興味・関心を探るため、問い掛けを行う。
③素材や道具を準備し、環境を整える。
④子供たちが主体的に活動できるよう配慮した言葉がけを行いながら、探究活動を実践し、活動中の子供たち
の言葉、表情等の多様な表現に着目し、メモ・写真・映像等で記録する。
⑤記録をもとに、保育者同士等で子供たちの関心や発見、表現を振り返り、活動を保護者等に共有する。
また、次の探究活動の更なる充実に向け、新たな問いや環境の構成を考える。
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「探究活動」の流れ

✔ 各園の環境や強みに応じたテーマを設定し、テーマに応じた素材や道具を
準備することで子供たちが遊び込める環境を整えます。

✔ 子供たちは、子供同士や保育者との関わりの中で、自ら興味をもって試し、
考えながら「探究」を重ねていきます。

✔ 保育者は子供の問いに対し、単に答えを与えるのではなく、声掛け等の
関わりによって一緒に「探究」を深めていきます。また、活動を振り返り、子供の
好奇心・探究心を更に促せるよう、探究活動のデザイン・実践を繰り返します。

②問いを考える

①テーマを決める

④探究活動を

実践し、記録する

⑤振り返る・

共有する

③環境を

デザインする

探究活動の流れ
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～「とうきょう すくわくプログラム」のご案内～
下記URL・QRコードよりご覧ください

東京都子供政策連携室ホームページ
＞室事業の紹介
＞推進チームによるリーディングプロジェクト
＞乳幼児期の子育ち
(URL)
https://www.kodomoseisaku.metro.tokyo.lg.jp/jigyo/sui
sin-team/nyuyojikinokosodachi/sukuwaku-program

全体版ポケットブック（概要版）

https://www.kodomoseisaku.metro.tokyo.lg.jp/jigyo/suisin-team/nyuyojikinokosodachi/sukuwaku-program

